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委 員 会 会 議 録 

（一社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 第４回 成長戦略委員会 

開催日時 平成２９年２月２３日（木） １０：００～１２：００ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ２Ｆ「特別会議室」 

出 席 者 委員７名、事務局４名 

 

協   議   内   容 

 

定刻１０時より開会。 

会議に先立ち、滋賀県商工観光労働部 企業誘致推進室の宮田室長から昨年、物流関係団体、物

流企業、荷主企業等に対し行った物流業界の課題についてのヒアリング調査の纏めができたので

説明をしたいと述べられ、資料により説明された。又今後、３月末に研究会を発足させ、夏頃を

メドに県としての施策を出したいので協力願いたいと述べられた。 

 

次に、事務局中野から発言を求めたところ、出席委員から 

  

・ 研究会を発足されるとのことであるがメンバーは誰になるのか？ 

・・・学識経験者２名、運輸支局、トラック協会、倉庫協会、税関、経産協会、運輸企業、

荷主企業、県担当官等からで１３名の予定である。 

 

・ 業界はドライバー不足、荷主から見ればトラック不足になっている。県内の輸送は県内事

業者だけでなく、県外事業者が帰り荷として運んでおり、このこともわかった上で研究会

で検討いただきたい。 

・・・県で検討する事項、国で検討する事項もあり今回、国での対応については運輸支局

に参加いただくことで対応できる。 

 

・ 施策が絵に描いた餅にならないように、中長期的なものの考え方をしていただき、実行性

のあるものにしてほしい。 

 

・ 帰り荷の問題も頭に入れてほしい。又、検討事項によっては労働時間改善協議会とかぶる

ところもあり、メンバーも似ている。労働時間改善協議会にオブザーバーとして県から出

席してもらってはどうか。 

 

との質問及び意見があった。 
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続いて、田中会長に引き続いて、外村委員長からあいさつがあり議事進行を行った。 

 

（１）平成２９年度事業計画（案）策定について 

   事務局中野から資料１により説明があり、続いて、会長から顧問社労士については利用が

少ないので値引き交渉を行いたいと述べられた。 

 

   出席委員会から、利用が少なくても、組織として必要であれば顧問社労士を持つことは抑

止力になるのではないか。顧問社労士を持っていることが協会の看板になるのであればよい

のではないかなどの発言あり、会長から、今までの経緯もあるが、協会は会員のためのサー

ビス業であり、顧問弁護士、顧問税理士、顧問社労士を持つというメニューの一つである。

３本柱と考えてもらいたい。利用頻度の問題もあり糀谷社労士に折衝したいと述べられた。 

 

   また、職員研修の内容については、倫理面、精神論などを切り口に年間、１、２回実施し

たいと会長から述べられた。 

 

   その他、特に発言もなく、原案どおりで進めることになった。 

 

（２）今後の「ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ活動」について 

   事務局中野から去る１月１９日開催した正副会長・支部長合同会議で検討された内容につ

いて資料２により説明を行った。 

 

   出席委員から次の意見があった。 

 

・ 湖北支部では会員に意見を聞いたところ、もし協会で実施しなくても支部で行う意見

が多かったことを聞いている。 

支部長合同会議の結果、「やめたい」の３名の内、２名はボランティアなら実施して

も構わないという意見があったことを考えると、７名中、賛成は６名と考えてよいの

ではないか。 

 

・ 本来はボランティアで行うべき事業である。 

 

・ 毎年同じ会社が参加しているが、クリーンアップ活動の目的を再度、参加者に知って

もらう必要がある。目的が何かわからなくなってきているのではないか。ボランティ

アも含め、今までのやり方も改良し続けていってはどうか。もう一度じっくり考える

べきであり、やめるだけが脳ではない。 

 

・ 会長の方針である「安全と人」に事業を特化するのであればこの事業はやめてもよ

いのではないか。 
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・ 事業をやめるのは簡単であるが、いくら良い事業でも時代に合わせ深化させていく

べきである。 

 

   続いて、会長からこの事業を実施するに至っての経緯について報告があり、時代と共に事

業も変わってくる。どんな事業でも精査・検証すべきであり、この事業も持続可能な形で前

向きに検討すべきであると述べられ、引き続き今後も、平成３０年以降のクリーンアップ活

動について検討していくことが確認された。 

 

   また、平成２９年度の実施時期について検討されたところ、琵琶湖のトップシーズン前の

６月４日（日）から７月９日（日）迄の日曜日で、河川の県下一斉清掃が行われる可能性の

高い６月２５日（日）、７月２日（日）を除いた日を、広報推進委員会に提案することになっ

た。 

 

（３）その他 

    種村専務から資料により近畿地区道路利用者会議『要望書』の内容について概略説明が

あった。 

 

 

次回委員会開催予定   平成２９年６月１日～１５日迄で後日調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


